
消費者に対する不安の払拭、
循環型取組の理解を深める
ための普及・広報

エコフィード推進のための技
術面での支援

消費者等に対する理解の
醸成

安定的利用体制の確保

技術の普及・定着の推進

新たな食品リサイクル制度
の活用・対応

○ 推進会議の開催（９ブロック、826名）
○ シンポジウム等の開催(13ヶ所、1,982名)
○ 推進ﾘｰﾌﾚｯﾄの配布（5,500部）、ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの配布（3,500部）
【課題】
○ 引き続き、理解醸成の取組みとともに、エコフィード利用畜産物
の評価等が必要

○ 関係者が連携した地域的なエコフィードの取組の支援(７地域)
○ 食品残さの飼料化業者数
・ H18年度末141施設からH19年度末171施設に増加
・ うち、113施設の情報をHPで公開
○ 食品残さ飼料化施設の新設に対する支援（４地域）
【課題】
○ 安定供給体制の確保と、畜産農家が安心して利用できる仕組
みづくりが必要

新たな食品リサイクル制
度への対応

各地域のエコフィードの安定
的な利用体制を確立

○ 改正食品リサイクル法の基本方針において、食品残さの飼料
化を最優先することを明確化（平成19年12月施行）
○ 新たな制度の説明会等を開催（25ヶ所、1,536名）
【課題】
○ 食品関連業者に対し、さらに飼料化についての理解醸成を行う
必要

１ 平成１９年度行動計画の取組結果と課題

19年度行動計画 19年度取組目標 取組の結果と課題

○ エコフィードの専門家をHP等により紹介
○ 近赤外線を用いた簡易栄養分析の手法を確立し、普及を開始
【課題】
○ 専門技術者等の確保・育成による技術の底上げが必要
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項　　目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○全国・地域シンポジウム等の開催

○技術者・専門家との連携強化

○エコフィード認証制度の検討等

○新たな食品リサイクル制度への対応

○　食品残さの飼料化推進に向けた平成１９年度取組実績

　地域推進会議の開催　【４月～：９地域15回、８２６名】

　全国シンポジウムの開催
【１１月２９・３０日：４３０名】平成19年度行動計画の策定

　全国食品残さ飼料化行動会議　【４月１９日】

　エコフィード安全性確保  ガイドラインのＰＲ　【５月～】

　食品循環資源の排出実態調査　【７月～】

　エコフィード認証制度の検討　【６月～】

　地域情報分析、専門技術者による指導、実証試験（７地域）

　エコフィード栄養特性評価手法の開発　【４月～】

新たな食品リサイクル制度の説明会　【１１月～：25ヶ所、１,５３６名】　新たな食品リサイクル制度への対応検討　【４月～】

準備委員会立ち上げ【３月】
H20年度秋認証制度開始

　専門家ネットワークの整備　【６月～】

　畜産農家意向調査　【８月～】

　飼料利用工場実態調　【５月～】

 手法の確立・ＰＲ　【３月～】

　勉強会等の実施　【６月～：２７地域】

　食品残さネットワークづくり

　エコフィード専門家の連携体制整備
【１０月～】ＨＰによる専門家名簿及び研
修会（予定）等の公表　人材育成研修等の会催　【６月：３２名】

食品リサイクル制度の見直し
（３月２日改正案閣議決定） 【６月13日改正】 【12月１日施行】

　エコフィード利用畜産物の科学的評価　【６月～】

　飼養試験実証試験の検討　【７月～】
　畜産物の理化学検査の検討　【８月～】
　環境影響評価の検討　【７月～】

　解説の作成　【11月～】 　ＱＡ及び解説の配布　【１月～】

　シンポジウム等の開催　【９月～：１３地域、１,５５２名】

　（東北農政局、北陸農政局、近畿農政局）

　地域エコフィード利用体制確立支援　【５月～】

　未利用低利用資源の掘り起こし　【５月～】 　未活用・低利用資源の利用検討、実証試験等

　専門家のリストアップ

　食品残さ排出業者の公表　【７月～】

　取りまとめ　【３月】

　食品残さ飼料化業者の公表　【１２月～】


